
市
町

村
が

ん
検

診

第
３

期
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
（

平
成

30
年

３
⽉

９
⽇

閣
議

決
定

）
で

は
、

が
ん

検
診

受
診

率
の

⽬
標

値
を

50
％

と
定

め
て

い
る

乳
が

ん
検

診
肺

が
ん

検
診

県
平

均
佐

⽤
町

県
平

均
佐

⽤
町

17
.7

％
20

.8
 ％

13
.3

 ％
20

.7
 ％

市
町

が
ん

検
診

受
診

率
（

平
成

30
年

）

2
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マ
ン

モ
グ

ラ
フ

ィ
検

診
⾞

3

【
検

診
⾞

の
内

部
構

造
】

1 
 X

線
撮

影
室

（
前

）

2 
 技

師
操

作
室

3 
 X

線
撮

影
室

（
後

）

4 
 画

像
確

認
モ

ニ
タ

ー

①
X線

装
置

（
前

）

③
X線

装
置

（
後

）
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マ
ン

モ
グ

ラ
フ

ィ
検

診
⾞

4
X線

撮
影

室
技

師
操

作
室
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5

現
状

病
院

⼜
は

診
療

所
以

外
の

場
所

で
、

多
数

の
者

の
健

康
診

断
を

⼀
時

に
⾏

う
場

合
に

限
り

、
医

師
の

⽴
会

い
な

く
、

診
療

放
射

線
技

師
に

よ
る

胸
部

エ
ッ

ク
ス

線
撮

影
が

可
能

に

平
成

26
年

「
診

療
放

射
線

技
師

法
」

の
改

正

乳
が

ん
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

検
診

︓
医

師
の

⽴
会

い
は

従
来

ど
お

り
必

要

平
成

28
年

「
が

ん
予

防
重

点
健

康
教

育
及

び
が

ん
検

診
実

施
の

た
め

の
指

針
」

の
改

正

・
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

に
よ

る
検

診
を

原
則

と
す

る
・

視
診

及
び

触
診

に
つ

い
て

は
、

推
奨

し
な

い
（

仮
に

視
触

診
を

実
施

す
る

場
合

は
、

マ
ン

モ
グ

ラ
フ

ィ
と

併
⽤

）
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種
類

対
象

者
受

診
間

隔
医

師
の

⽴
会

い

肺
が

ん
検

診
（

胸
部

X線
）

40
歳

以
上

年
１

回
不

要
（
H
26
〜
）

乳
が

ん
検

診
（

マ
ン

モ
グ

ラ
フ

ィ
）

※
H2

8〜
視

触
診

は
推

奨
し

な
い

40
歳

以
上

２
年

に
１

回
必

要

6

現
状
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7

医
師

の
⽴

会
い

診
療

放
射

線
技

師
法

の
規

定
上

、
集

団
乳

が
ん

マ
ン

モ
グ

ラ
フ

ィ
検

診
は

医
師

の
⽴

会
い

が
な

け
れ

ば
実

施
で

き
な

い
が

、
以

下
の

理
由

か
ら

⽴
会

い
は

不
要

で
あ

る
と

考
え

る

１
平

成
28

年
以

前
は

検
診

項
⽬

に
視

触
診

が
あ

り
、

医
師

の
従

事
が

必
要

だ
っ

た

平
成

28
年

以
降

は
視
触
診
が
推
奨
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
医
師
の
従
事
は
不
要

２
集

団
乳

が
ん

マ
ン

モ
グ

ラ
フ

ィ
検

診
前

に
⾏

う
受
診
者
へ
の
説
明
・
問
診
は
看
護
師
が
対
応
し
て

お
り
、
医
師
が
⽴
会
わ
な
く
て
も
実
施
可
能
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8

⽀
障

１
郡

部
に

お
い

て
は

、
医

師
不

⾜
等

に
よ

り
⽴
会
い
医
師
の
確
保
が
困
難

２
⽴
会
い
医
師
へ
の
報
酬
が
⾼
額

な
た

め
、

検
診

回
数

が
限

ら
れ

る

３
郡

部
（

佐
⽤

町
）

に
お

い
て

、
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

検
査

を
個

別
検

診
で

対
応

で
き

る
医
療
機
関
が
⾝
近
（
町
内
）
に
な
い
た
め
、
集
団
検
診
を

⾏
う
必
要
が
あ
る
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9

検
診

受
診

中
に

受
診

者
が

急
に

体
調

を
崩

す
な

ど
の

緊
急

時
に

、
地

元
医

師
会

等
と

連
携

し
て

医
師

に
確

認
で

き
る

連
絡

体
制

が
⼗

分
担

保
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、

市
町
が
実
施
す
る
集
団
乳
が
ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
に
つ
い
て
も
胸
部
Ｘ
線
撮
影

と
同
様
、
医
師
の
⽴
会
い
が
な
く
て
も
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

求
め

る
措

置
と

制
度

改
正

に
よ

る
効

果

医
師

の
⽴

会
い

が
不

要
と

な
れ

ば
、

検
診

回
数

を
増

や
す

こ
と

が
可

能
と

な
り

、
が

ん
検

診
の

受
診

率
向

上
に

寄
与

し
、

が
ん

の
早

期
発

⾒
・

早
期

治
療

に
つ

な
が

る
。
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【
診
療
放
射
線
技
師
法
】

（
業

務
上

の
制

限
）

第
⼆

⼗
六

条
診

療
放

射
線

技
師

は
、

医
師

⼜
は

⻭
科

医
師

の
具

体
的

な
指

⽰
を

受
け

な
け

れ
ば

、
放

射
線

を
⼈

体
に

対
し

て
照

射
し

て
は

な
ら

な
い

。
２

診
療

放
射

線
技

師
は

、
病

院
⼜

は
診

療
所

以
外

の
場

所
に

お
い

て
そ

の
業

務
を

⾏
っ

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
次

に
掲

げ
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

⼀
医

師
⼜

は
⻭

科
医

師
が

診
察

し
た

患
者

に
つ

い
て

、
そ

の
医

師
⼜

は
⻭

科
医

師
の

指
⽰

を
受

け
、

出
張

し
て

百
万

電
⼦

ボ
ル

ト
未

満
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

有
す

る
エ

ツ
ク

ス
線

を
照

射
す

る
場

合
⼆

多
数

の
者

の
健

康
診

断
を

⼀
時

に
⾏

う
場

合
に

お
い

て
、

胸
部

エ
ツ

ク
ス

線
検

査
（

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

断
層

撮
影

装
置

を
⽤

い
た

検
査

を
除

く
。

）
そ

の
他

の
厚

⽣
労

働
省

令
で

定
め

る
検

査
の
た
め
百
万
電
⼦
ボ
ル
ト
未
満
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
エ
ツ
ク
ス
線
を
照
射
す
る
と

き
。

三
多

数
の

者
の

健
康

診
断

を
⼀

時
に

⾏
う

場
合

に
お

い
て

、
医

師
⼜

は
⻭

科
医

師
の

⽴
会

い
の

下
に

百
万

電
⼦

ボ
ル

ト
未

満
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

有
す

る
エ

ツ
ク

ス
線

を
照

射
す

る
と

き
（

前
号

に
掲

げ
る

場
合

を
除

く
。

）
。

1
0

（
参

考
）

関
係

法
令
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【
健
康
増
進
法
】

（
市

町
村

に
よ

る
健

康
増

進
事

業
の

実
施

）
第

⼗
九

条
の

⼆
市

町
村

は
、

第
⼗

七
条

第
⼀

項
に

規
定

す
る

業
務

に
係

る
事

業
以

外
の

健
康

増
進

事
業

で
あ

っ
て

厚
⽣

労
働

省
令

で
定

め
る

も
の

の
実

施
に

努
め

る
も

の
と

す
る

。

【
健
康
増
進
法
施
⾏
規
則
】

（
市

町
村

に
よ

る
健

康
増

進
事

業
の

実
施

）
第

四
条

の
⼆

法
第

⼗
九

条
の

⼆
の

厚
⽣

労
働

省
令

で
定

め
る

事
業

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。

（
略

）
六

が
ん

検
診

（
参

考
）

関
係

法
令

1
1
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令
和
２
年
度
地
方
分
権
改
革
提
案

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
園
庭
に

関
す
る
基
準
の
見
直
し

43

重点番号３：幼保連携型認定こども園の園庭に関する基準の見直し（藤枝市）



人
増
加

5
年
間
で
、
認
可
保
育
定
員
9
3
0

2
1
7
人

認
可
保
育
所

H
2
7
年
度
当
初

R
2
年
度
当
初

1
,
3
5
0

1
,
5
6
7

4
0
5
人

認
定
こ
ど
も
園

（
2
・

3
号
）
1
8
5

5
9
0

3
0
8
人

家
庭
的
保
育

（
地
域
型
保
育
）
1
7
0

4
7
8

増
加
の
主
な
要
因

認
可
保
育
所
の
新
設

3施
設

幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化

7施
設

地
域
型
保
育
の
新
設

19
施
設

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き

計
画
的
な
施
設
整
備
を
実
施

本
市
の
保
育
定
員
の
状
況

～
計
画
的
な
受
け
皿
の
確
保
に
よ
り
３
年
連
続
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
～

令
和
２
年
度
以
降
の
計
画

幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化

3施
設

☆
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
維
持
と
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
選
択
に
応
じ
た
総
合
的
な
子
育
て
支
援
を
推
進

※
う
ち
１
施
設
は
現
在
建
て
替
え
中
（

R
3
.4
開
園
）
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提
案
事
項

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
園
庭
の
設
置
基
準
で
は
、
園
舎
と
同
一
敷
地
内
ま
た
は
隣
接

す
る
位
置
に
設
け
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
保
育
所
の
設
置
基
準
で
は
、
保

育
所
付
近
に
あ
る
屋
外
遊
戯
場
に
代
わ
る
べ
き
場
所
を
屋
外
遊
戯
場
と
み
な
し
て
よ
い
と
さ

れ
て
お
り
、
今
後
認
定
こ
ど
も
園
化
へ
の
移
行
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
、
同
様
の
扱
い
を

求
め
る
。

◆
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

●園
舎
及
び
園
庭
は
、
同
一
の
敷
地
内
又
は
隣
接
す
る
位
置
に
設
け
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
（
第
６
条
第
５
項
）

保
育
所
基
準
で
は
・
・・

『
屋
外
遊
戯
場
は
保
育
所
の
付
近
に
あ
る
屋
外
遊
戯
場
に
代
わ
る
べ
き
場
所
を
含
む
』

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
３
２
条
第
５
項

～
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
維
持
に
向
け
た
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
促
進
～

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

～
移
行
特
例
と
し
て
（
基
準
省
令
附
則
第
４
条
第
３
項
及
び
基
準
の
運
用
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）
）
～

●幼
稚
園
か
ら
の
認
定
こ
ど
も
園
化
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
以
下
の
全
て
を
満
た
す
場
所
に
園
庭
を
設
け
る
こ
と
が
可
能

1
.園
児
が
安
全
に
移
動
で
き
る
場
所

2
.園
児
が
安
全
に
利
用
で
き
る
場
所

3
.園
児
が
日
常
的
に
利
用
で
き
る
場
所

4
.教
育
及
び
保
育
の
適
切
な
提
供
が
可
能
な
場
所

●園
舎
と
同
一
の
敷
地
内
又
は
隣
接
す
る
位
置
に
設
け
ら
れ
る
園
庭
に
代
わ
る
場
所
（
代
替
地
）
は
、
園
庭
と
し
て
の
必

要
面
積
に
算
入
で
き
な
い
（
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
の
場
合
は
上
記
１
～
４
を
全
て
満
た
せ
ば
満
２
歳
の
園
児
に
係

る
園
庭
の
面
積
に
限
り
算
入
が
可
能
）
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園
名
：
い
な
ば
こ
ど
も
園
（
H
31
.
4開
園
）

概
要
：
木
造
２
階
建
て

床
面
積
95
5
.
65
㎡

保
育
定
員
1
14
人

総
事
業
費
3
82
,
36
1千
円

★
園
舎
建
替
え
の
際
、
新
園
舎
開
園
後
に
敷
地
内
に
旧
園
舎
が
残
存
し
て
い
た

た
め
、
園
庭
の
面
積
基
準
を
満
た
す
よ
う
隣
接
地
の
空
き
地
を
一
時
的
に
借
地

し
仮
園
庭
を
確
保

支
障
事
例
と
規
制
緩
和
に
よ
る
効
果

付
近
（
徒
歩
圏
内
）
に
は
「
公
園
等
」
が

あ
る
の
に
・
・
・

手
続
き
（
土
地
探
し
や
交
渉
、
契

約
等
）
や
経
済
面
（
借
地
料
等
）

【規
制
緩
和
に
よ
る
効
果
】

本
市
で
は
、
今
後
２
園
の
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
を
計
画
し

て
い
る
。
付
近
の
公
園
等
を
園
庭
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
移

行
が
し
や
す
く
な
り
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
維
持
に
向
け
、
更
な
る
子

育
て
環
境
の
充
実
に
寄
与
す
る
。

※
公
園
に
は
、
遊
具
や
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
地
面
も
整
備

さ
れ
て
い
る
た
め
、
児
童
が
安
全
に
教
育
・
保
育
を
受
け
ら
れ
る
環

境
が
整
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
と
の
交
流
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
創
出
を
含
め
、
子
供
に
と
っ
て
、
安
心
し
て
の
び
の
び
と
し

た
活
動
が
実
現
可
能

負
担
増

＜
い
な
ば
こ
ど
も
園
外
観
＞

＜
付
近
の
公
園
＞

＜
付
近
の
広
場
＞

＜
借
地
し
た
仮
園
庭
＞
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ま
と
め

～
今
後
の
本
市
に
お
け
る
認
定
こ
ど
も
園
化
に
向
け
た
方
向
性
～

＜
現
状
と
課
題
＞

◆
法
人
と
し
て
は
、
歴
史
あ
る
今
の
土
地
へ
の
想
い
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

重
視
し
て
お
り
、
現
在
地
で
の
幼
稚
園
か
ら
の
認
定
こ
ど
も
園
化
を
希
望

◆
現
敷
地
は
狭
小
地
で
あ
る
た
め
、
敷
地
内
に
園
庭
を
確
保
す
る
に
は
、
園
舎

や
定
員
規
模
等
を
縮
小
す
る
な
ど
の
検
討
が
必
要

◆
付
近
に
は
公
園
・
広
場
が
あ
る
が
現
行
制
度
で
は
活
用
で
き
な
い

【
規
制
緩
和
の
実
現
】

【
移
転
（
新
た
な
土
地
を
取
得
）
に
よ
る
認
定

こ
ど
も
園
化
】

＜
デ
メ
リ
ッ
ト
＞

○
候
補
地
選
定
に
あ
た
り
、
地
元
の
同
意
を
含

め
時
間
と
労
力
を
要
す
る

○
土
地
の
取
得
に
あ
っ
て
は
、
取
得
費
や
開
発

許
可
費
用
な
ど
相
当
な
負
担
増
を
要
す
る

認
定
こ
ど
も
園
化
の
実
現
が
不
可
能
！
？

認
定
こ
ど
も
園
化
が
実
現
！

Y
E
S

N
O

【
現
地
建
替
え
に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
化
】

＜
メ
リ
ッ
ト
＞

○
公
園
等
の
活
用
に
よ
り
規
模
を
縮
小
す
る

こ
と
な
く
移
行
が
可
能

○
認
定
こ
ど
も
園
化
へ
の
コ
ス
ト
が
抑
制
さ

れ
る

＜
認
定
こ
ど
も
園
化
を
計
画
し
て
い
る
幼
稚
園
＞

○
園
舎
周
辺
は
住
宅

等
に
囲
ま
れ
「
代
替

地
」
の
確
保
さ
え
厳
し

い
環
境
○
約
4
0
0
ｍ
先
に
は

「
広
場
」
が
整
備
済

47


	0806_参考資料１
	統合
	3_幼保連携型認定こども園の園庭に関する基準の見直し
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3



	
	参考資料1_表紙（第109回）
	0806_参考資料１
	統合
	11_小規模多機能型居宅介護の定員に関する基準の見直し
	　
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

	12_訪問看護ステーションの看護師等の人員に関する基準の見直し
	13_ICT等の活用による介護老人福祉施設及び介護老人保健施設の人員に関する基準の緩和
	ＩＣＴ等の活用による介護老人福祉施設及び�介護老人保健施設の人員に関する基準の緩和
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	課題
	スライド番号 8
	ＩＣＴ導入後の人員基準緩和で期待できる効果
	ＩＣＴを活用した業務の効率化による効果
	スライド番号 11
	スライド番号 12

	16_乳がんの集団検診（マンモグラフィ）における医師の立会いを不要とする見直し
	3_幼保連携型認定こども園の園庭に関する基準の見直し
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5

	21_農地利用最適化推進委員の定数に関する基準の見直し
	21_農地利用最適化推進委員の定数に関する基準の見直し
	内閣府提案資料（R2.7.15）
	農地利用最適化推進委員の�定数に関する基準の見直し�
	　生駒市の位置
	　生駒市の概要
	　はじめに・・・
	　農地利用最適化推進委員の業務（その１）
	　農地利用最適化推進委員の業務（その２）
	　生駒市の現状（委員数）
	生駒市の現状（区域数）
	　生駒市の現状（農地）
	　生駒市の現状（農地）
	推進委員と農業委員の現地調査状況
	　生駒市の現状（農業）

	
	内閣府提案資料（R2.7.15）
	提　案
	効　果

	条例委任する場合の基準設定の類型


	内閣府提案資料（R2.7.15）
	支障事例


	22_旧農地法に基づく国有農地等に関する制度及び運用の見直し
	（千葉県）旧農地法に基づく国有農地等に関する制度及び運用の見直し
	都道府県が管理する�国有農地の�農耕貸付及び売払い時の�農家要件の緩和について
	都道府県が管理する国有農地等とは？
	スライド番号 3
	国有農地等の農耕貸付
	千葉県の国有農地の状況
	スライド番号 6
	スライド番号 7

	（三重県）旧農地法に基づく国有農地等に関する制度及び運用の見直し2
	（宮城県）旧農地法に基づく国有農地等に関する制度及び運用の見直し 
	＜地方分権改革に関する提案募集＞��自作農創設特別措置法に基づく農地買収に関する欄外登記の看過により発生した二重登記事案に　おける事務処理の簡素化
	はじめに：自作農創設特別措置法に基づく農地買収に関する�　　　　　欄外登記と二重登記について
	支障の概要
	また、二重登記の名義人が協議会に時効取得の確認を求める申出書を提出するにあたり、時効取得の根拠資料として、占有開始時の昭和時代の資料（固定資産税納税証明書・耕作証明等）が必要となるケースが多く、その収集が申出者にとっては困難なものとなっている。
	提案１：協議会における時効取得手続きの簡素化�（例）�・協議会の運営方法の見直し�　（会議招集範囲の縮小、書面開催の実施等）�・占有期間20年を証明する資料の簡素化
	スライド番号 6
	提案実現による効果
	スライド番号 8


	23_宅地建物取引業法等に係る都道府県経由事務の廃止
	24_不動産鑑定業者の登録等に係る都道府県経由事務等の廃止
	25_一級建築士免許等に係る都道府県経由事務の廃止及び申請窓口等の一本化
	★確定★【神奈川県建築安全課】00.ヒアリング資料_07141000★
	★確定★【神奈川県建築安全課】00.ヒアリング資料別紙_07141000★
	正


	26_社会資本整備総合交付金の申請等に係る押印文書の電子化
	
	02_（参考資料1）【マニュアル】00_共通編（抜粋）
	03_（参考資料2）社会資本整備総合交付金交付申請要領_R2
	04_（参考資料3）【事務連絡】新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のための在宅勤務等の増加に伴う社会資本整備総合交付金等に係る事務手続の簡略化について

	概要資料（内閣府提出）
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4


	33_不動産の移転登記等に係る登録免許税の計算における評価額の電子情報の活用
	不動産移転登記等に係る�登録免許税の算定の際、�電子での評価額情報を利用
	１．現状（現行制度）��
	２．具体的な支障事例
	３．提案事項
	（参考）地方税法第四百二十二条の三�　（土地又は家屋の基準年度の価格又は批准価格の登記所への通知）
	（参考）登録免許税法第十条�　（不動産等の価額）
	（参考）登録免許税法附則第七条�　（不動産登記に係る不動産価額の特例）
	（参考）登録免許税法施行令附則3

	34_心身障害者扶養共済制度の受給者の現況確認方法の見直し
	令和２年　地方分権改革に関する提案募集
	心身障害者扶養共済制度とは？
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13







